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令和８年５月１５日 

国土技術政策総合研究所 

 

国総研資料第 1346 号 

「気候変動に伴う作用条件の変化に対する既存防波堤の 

改良に関する意思決定問題における応答曲面法の適用」 

を刊行します 
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気候変動に伴って、既存防波堤では波高や潮位などの作用条件が変化することに

より損傷の危険度が高まる恐れがあります。将来このように作用条件が変化するこ

とを考えると、様々なケースを想定して防波堤の安定性照査を実施する必要があり、

その作業負荷は非常に大きくなります。 

本研究では、将来的な作用条件の変化量の想定の不確実性を踏まえて、既存防波

堤を対象に、作用条件の変化に伴う性能評価や補強対策の効果の検討を効率的に行

うために、応答曲面法を用いる実務的な評価手法を提案しました。併せて、提案手

法の活用事例として、簡便なリアルオプション分析を適用し、補強対策の効果の検

討と実施時期に関する意思決定に活用できる可能性を示しました。 
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